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日本における近代陶磁器業多角的展開の一側面
一 大倉孫兵衛 ・和親の経営行動と日本陶器一

前 田 裕 子

森村グループとして知られる窯業企業各社は,大 倉孫兵衛 ・和親父子と根源的な

関わりを持つ。グループで最初(1904年)に 立ち上げられた日本陶器合名会社は,

元来森村組の輸出用陶磁器の素地製造部としての性格を有していた。 しかし,大 倉

父子はその状況に留まることなく,新 たな近代陶磁器産業を次々に展開させる。大

倉父子の積極的経営行動は,森 村組内部の強力な抑制要因との戦いでもあった。

キー ワー ド 日本陶器,大 倉孫兵衛,大 倉和親,近 代陶磁器業

1は じ め に

日本の近代陶磁器業 といえば,日 本陶器合名会社の企業活動をその噛矢 とす るのが通説で

ある。そして後年,森 村グループと呼ばれる窯業企業群がそれぞれの専門分野で日本あるい

は世界市場の トップシェアを持つようになったこともよ く知 られている。グループを代表す
1)

る6社 とその創業に最 も本質的に関わった人物をあげるな ら,日 本陶器:大 倉孫兵衛,東 洋

陶器および日本碍子:大 倉和親,日 本特殊陶業:江 副孫右衛門,伊 奈製陶:伊 奈初之丞およ

び長三郎,大 倉陶園:大 倉孫兵衛および和親,と いうことになるであろうが,日 本特殊陶業

や伊奈製陶にしても大倉和親を抜 きにしてはその存立や発展が考えに くい企業であった。

森村組や 日本陶器 に関する研究は数多 くあ り,グ ループ各社の社史類 も充実 している。だ
2)

が,日 本陶器 と大倉父子との関係を正面か ら論 じた研究は卑見の限り見当たらない。本稿は,

日本陶器合名会社から近代陶磁器業の多角的展開が始まる過程を,大 倉孫兵衛 ・和親父子の

経営行動を通 じて描 く試みである。結論を先に述べるなら,事 業展開に対するこの二人の行

動は,並 外れた積極性 と先進性に特徴づけられていた。

2大 倉孫兵衛の商品開拓

とよ

森村組は1876年,森 村市左衛門(6代:1839-1919)と 弟の豊が東京で設立 した匿名組合
3)

である。同年豊は渡米 して勉学 と経験を積み,1878年 に森村組ニューヨーク店,モ リムラブ

ラザーズを開店する。初期には主 として日本の骨董や雑貨小売を行 っていたが,そ れが軌道

に乗ると量販(卸)を 始 めた。次第に売れ筋を新物の陶磁器 とにらみ,日 本での商品開拓を
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要請するようになった。 この業務に頭角を現 したのが市左衛門の義弟,大 倉孫兵衛(1843-

1921)で ある。孫兵衛 は市左衛門の異母妹 と結婚 したが,ほ どな く死に別れ,再 婚 した後に

長子和親をもうけた。本業は家業の絵草紙屋から転 じた出版社経営であり,そ れに関連する

洋紙販売(卸)に も手を染めたが,大 いに繁盛する書店,洋 紙店の経営を親族 に任せて,自

らはもっぱら義兄の事業に肩入れするのである。

ニューヨーク店が卸売業に進出した1880年 代から,森 村組は神戸,京 都,名 古屋(鍛 冶屋

町,1890年)に 次々と支店(出 張所)を 開設 した。かたや孫兵衛は京都や瀬戸を回って,絵

付工場と専属契約を結びなが ら,ニ ューヨーク店からの注文品を製作できる人材を探 した。
4)瀬

戸の窯元,川 本桝吉に研究させたコー ヒーカップや ミルクポットは,技 術的にも美術的に

も稚拙な段階で製造コス トも高か ったが,そ れでも九谷風の絵付を施すとアメリカで売れた

という。川本の窯では1890年 頃に,色 は悪いが形は洋風の食器を製造する技術を獲得 した。

当時,森 村組の主な絵付工場は東京の河原徳立(瓢 池園),杉 村作太郎(胡 蝶園)ほ か4

工場,京 都の石田佐太郎,名 古屋の西郷久吉などで,そ れぞれ著名な大手の画工主でありな

がら森村組の専属となった。一方,も とより分業の進んでいた瀬戸には,森 村組以外の輸出
き じ

業者も注目し,こ こに日本の輸 出陶磁器素地生産の中核が形成されて,そ の勢いは東濃にも
5)広が

っていった。1893年 には孫兵衛が渡米 してシカゴの万国博覧会で欧米の陶磁器を見学。

早速絵付材料を買い揃え,見 本品を持ち帰って各地の絵付工場で試作 を促 した。同年(お そ

らく帰国後),孫 兵衛は瀬戸で川本の他,加 藤春光,高 島徳松 という有力な3窯 元 と専属契
6)

約を結んだ。 こうして森村組では,瀬 戸を中心に東濃,常 滑などの専属窯(=手 窯)に 素地

を作 らせ,ま ずは東京に送 って絵付をし,横 浜港から輸出。これが成功すると京都でも絵付
7)を始め

,こ ちらは神戸港から輸 出するという体制を次第に整えていった。

シカゴ万博の見学は,孫 兵衛 にとって強烈な刺激になったと思われる。まず,シ カゴ自体

がアメリカの近代を象徴す る都市として脚光を浴びていた。建造物の外観が白一色 に統一さ

れた万博会場はホワイ トシティと呼ばれ,「鮮やかな青空 と紺色の湖を背景に真っ白な建物
8)がそびえたち

,… … 日差 しを浴びてきらき ら輝き……」,さ らに何万個 もの白熱電球や強力

なサーチライ トによって夜なお白く光 り輝 く圧倒的なパワーを発 していた。 これがアメリカ

社会の白色選好を余す ところな く示 していると,訪 れた日本人の 目に映ったとして不思議は

ない.加 えて,会 場には3千 個以上の清勲 水洗 トイレが設置されてい霧 素地の白さが清

潔感を引き立てるような食器のデザイン,ま た後段で述べる白色衛生陶器製造への意欲の穫

が,孫 兵衛の心中に形成されたとい う推測 も充分に成 り立つ。なによ り,帰 国後の孫兵衛は

従来の助っ人的存在を脱 して積極的に新たな事業展開を始める。ちょうど50歳 であった。

帰国後の1894年,孫 兵衛は名古屋の出張所を橦木町に移転させた。瀬戸の素地を名古屋で

荷受 し,各 地に送 り監,絵付 して輸出する,と いう一連の工程は,取 引量の増加に伴い,経 費,
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　の

納期,輸 送 による破損等の面で非効率が目立 ってきていた。素地の荷受 と貿易業務は名古屋

でできる。そこに絵付工程を持ち込めば効率が上がる。輸出業績が伸びるとともに,各 地の

絵付工場をこの地に集結 させたのが1898年 のことであり,ほ どな くしてこれを,隣 接する主

税町にも広がる従業員約1千 名 という大絵付工場群に成長 させる。

実は,こ の工場移転は難航 した。親方徒弟制度で伝統の尾を引き,地 域在来産業の一角を

担う場合 も多い絵付工程。画工の家族を伴 う大所帯の移動。 さらに東京や京都か ら名古屋 に

絵を描きに行 くという 「都落ち」の行動に対 して画工たちが抵抗を感 じたとして当然だろう。

特に東京の河原は,京 都な らまだしも名古屋では画工の技力が落ちるといって極度の難色を

示 し蔑 これを実現 しようとした孫兵衛の経営的発想 もさる・とながら,そ れを可能に した

戦略は何だったのか。むろん相当の資金が動いたことは想像 に難 くない。だが,彼 らを惹き

つけたのは金銭的条件だけではなかった。以下は もと京都の画工主,石 田佐太郎の貴重な証

言である。一 「京都の陶磁器業者が保守的なのと違 って森村組は非常に進歩的で,食 器を

始めたのも……油絵即ち西洋絵を始めたのも一番でした。……三年程は京都独特の純 日本画

の絵付をや って居たのですが,大 倉孫兵衛がシカゴ博覧会 に行って色々あちらの陶磁器な り,

その製法を見て来ましてから皆油絵に変へて しまいました。……森村組の京都専属時代に,

私は……ラスターを使ひ始め,又 金盛銅版や色盛 もやり始めました。京都の人々が在来の物

ばかりを賞美 して新奇な物は全 くや らうとしない中にあって,私 が僅か十年程の間にか うし

た色々の新 しい方法をや ってみる事が出来たのは,全 く森村組が終始外国から新 しい見本や
12)

方法を取 り寄せて十分研究させて くれたからに外なりません。」

石 田はその後,画 工約150名 を連れて名古屋 に移 り,橦 木町工場の2棟 半を占めた。名古

屋の西郷,東 京の河原,杉 村他もそれぞれの場所を占めて画窯を並べた。各工場が出した絵

付見本に対 して森村組が1年 分の発注をするシステムである。同 じ花の絵でも,そ れぞれが

違 った絵柄,独 特の手法で絵付を行 ったため,出 身地域の異なる画工が同じ工場にいても衝

突を起こす ことはなかったとい う。かたや,そ れぞれの秘匿の技が盗まれる事態が起こり,
　の

これを防ぐために分業の流れ絵付体制がとられるようになった。1904年,則 武 に日本陶器が

設立されると(後 述),こ の絵付工場群は逐次構内に移転。一部は日本陶器に内部化され,
　の

他 は森村組専属工場のまま移転 して画工は錦陶組 という組織を編成 した。移転後ほどなく,

橦木町工場時代の大手画工主たちはそれぞれに独立 し,日 本陶器を去 った。錦陶組はいった

ん解体 され,1909年 にすべての絵付工場を合併 して錦窯組 という組織が作 られ,森 村組のな
　　ラ

かで絵付部門という生産の一翼を担ったが,1912年 に至 り日本陶器に合併吸収された。

3洋 風硬質磁器国産化への道一 「白」への挑戦

さて,森 村組が国内各地に積極展開を始めた頃,ニ ューヨークのモ リムラブラザーズでは,
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従来の嗜好品(フ ァンシーグッズ)か ら脱 して本格的なヨーロピアンスタイルのテーブルウ

ェアを販売する気運が出てきた。つまり,日 本でそれを生産できれば,ア メリカでの販売市

場は一気に広が り,利 益も上がる公算である。だが,問 題は単に製品の種類や絵付ではなか

った。本格的なテーブルウェアとなると素地が純白でなければならず,当 時,瀬 戸で焼かれ

ていた磁器の白さでは不十分だった。それまでの輸出用陶磁器の絵付は作品全体に華やかな

模様のあるものが多 く,素 地の色があまり問題にならずに済んでいたのである。

孫兵衛は白素地開発のためには製造業者任せか ら自製へと方針転換をするべきだと考えた

が,市 左衛門はじめ森村組の幹部が積極的な賛意を示 さなか ったため,自 ら研究開発のマネ

ジメントを請け負 うことになった。数年 にわたってさまざまな工夫を重ね,日 本各地を回っ

て原土を探 し求めたが成果を得ず,1896年,東 京工業学校校長の手島精一の紹介で同校出身

の飛鳥井孝太郎を招請 した。飛鳥井は加賀の生まれ。石川県の助成を受け九谷陶器会社を設

立 した旧加賀藩士,飛 鳥井清の息子であった。孫兵衛は飛鳥井 に対 し,「今 日までの学問は
16)一切頭から抜き去 って

,私 と一緒に土捏ね職工になって呉れ」るよう依願 したという。孫兵

衛 も,そ の懇請を受けた飛鳥井 も,近 代技術への羨望を抱きつつ,頼 るところは在来の技能

的世界であったのかもしれない。1897年,森 村組は渡航費の大部分を負担 して飛鳥井を農商

務省海外貿易練習生の待遇で渡欧させ,白 色硬質磁器研究に従事 させた。翌1898年,成 果を

収めたはずの飛鳥井が帰国。 しかし,そ の成果は森村組幹部の期待に添 うものではなかった。

ここに至 り孫兵衛の白素地開発は四面楚歌,友 人知己も 「不賛成を称へて事業を中止するこ

とを忠告 し,… …陶器狂人 と云 って嘲笑する」有様だったという。そして孫兵衛自身,白 色
17)磁

器製造に奔走 した日々について 「実際当時の私は狂人であった」と追想 している。
18)

1899年,孫 兵衛は橦木町森村組名古屋店の構内に試作工場(石 炭焼成窯)を 私設。飛鳥井
19)

とともに 「造 っては焼き,焼 いては失敗 し,失 敗 しては焼き,… …」 という日々を送ること

数年,十 数万円を費す うち,偶 々イギリスの陶器雑貨商,ロ ーゼ ンフェル ド兄弟の知遇を得

たのを機に,1903年,飛 鳥井,在 米中のモリムラブラザーズ総支配人の村井保固および長男

の和親を伴って渡欧 した。 ときに還暦,森 村組幹部の大反対を押 し切 っての挑戦だった。陶

磁器製造に反対の村井が随行 したのは,「 旅中の好機を見て……過去二十年の尽力研究 も到
20)底成功

の見込みなき所以を説示 し……狂熱的態度を改め」 させようとの目論見によるらしい

が,結 局孫兵衛の熱意に折れた。ヨーロッパの製陶工場は製法の秘密を明かさず,見 学すら
21)

困難だったが,運 を得てカールスバー ドのヴィク トリア製陶工場で焼成法を学び,ま たベル

リンの粘土工業化学研究所 に素材調合 と焼成の試験を依頼 し,つ いに天草陶石を用いてまず

まずの白色硬質磁器を焼成する方法を会得 した。これを受けて翌1904年,当 時名古屋市郊外

の則武に日本陶器合名会社本社および工場が設立され,輸 出用白色硬質磁器の本格的製造が

始め られる運びとなった。 その後1917年 に至 り,新 たに設立された日本陶器株式会社が合名
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会社を吸収 した。以下,本 稿においては特に必要のない限り 「日陶」 という略称を使用する。

4日 本陶器設立と新技術 ・新経営法

22)

さて,町 なかの橦木町では素地焼成の窯焚きは不可能だった。当時まだ水 田の広がってい

た則武の地が選ばれたのは,近 隣問題や土地価格 もさることなが ら,東 海道線名古屋駅の近

接地 という交通の便,工 業用水の水質等の優位性を考慮 した結果である。鉄道の重視は,ア

メリカ経済を肌で知 る森村組ならではの先見性を示す ともいえよう。資本金10万 円。出資者

は森村市左衛門,大 倉孫兵衛,村 井保固,大 倉和親 飛鳥井孝太郎の5名 で,代 表社員を務

めることにな ったのは,満28歳 を迎えたばかりの大倉和親であった。

その大倉和親(1875-1955)は1894年,慶 応義塾を卒業後森村組に入社,翌 年 アメリカに

渡 り,イ ース トマンビジネスカレッジで学んだ後,モ リムラブラザーズに勤務 した。幼少期

から当時としては破格の 「国際的」環境に恵まれ,ま た血はつなが っていないが従兄にあた

る市左衛門の二人の息子(明 六と開作,た だし長男の明六 は1899年 に天折)と は歳も近か っ

たから,互 いに切磋琢磨 して育 ったと思われる。その後8年 に及ぷニューヨーク生活は,和

親の思想形成 と経営哲学に多大な影響を与えているはずである。1903年,前 述 した孫兵衛の

ヨーロッパ視察 に合流 し,苦 労を重ねつつ相当な窯業知識を養 ったであろう。孫兵衛,飛 鳥

井 とともに帰国 した後,則 武の工場用地内にまず 自宅を建築,夜 に日をついで新工場建設に

没頭し,日 陶の礎を築いた。 日陶は,森 村組の資金 と販路を背景に,大 倉孫兵衛の洋風白色

磁器製造への執念,そ して和親の新事業への野望が生み出 した企業 ということもできよう。

ところで,陶 磁器産業が国際展開するにつれ,さ まざまな新 しい技術が導入され,生 産形

態にも変化が現れた。当時最大の技術進歩は松村八次郎による石炭窯の完成(1902年)で,

それまで主 として松材に依存 した燃料おホび丘陵地 という登 り窯の立地条件か ら焼成工程を

解放 した。 この状況下,瀬 戸の輸出向け生産は競争力を減 じつつあった。一方森村組だが,

1901年 に孫兵衛が瀬戸に匿名組合原料貯蔵所(森 村組土持場)を 設けて,撹 拝機,圧 搾機な
23)

どを備え付 け,素 地圷土を改良するとともに安定 した圷土を専属工場に供給 した。機械の一
24)

部は ドイツ,ド ルス ト社 に発注,大 部分は三重鉄工所が製作 した。原料貯蔵所の資本は1万

8千 円。 うち孫兵衛が3分 の2を 負担,残 り3分 の1を6名 の瀬戸の有力窯元が分担 し,出
25)

資者以外の者に対 してはほぼ1割 高で原土を売 った。組成の安定 した原料の一括製造が近代

的機械制生産へ向けての大前進であることは言 うまで もない。1902年 には瀬戸の有力16窯 を

専属 とし,ま た瀬戸陶磁器生産高の約17%を 自社経由で販売 した。瀬戸の陶磁器年間生産額

は,森 村組が関わ り始めた1890年 頃には年間20万 円程度であったが,1906年 には130万 円を

超え,う ち約9割 が輸出向け。また,取 扱い商人別内訳では,瀬 戸商人の仲介約3割 に対 し
26)

て名古屋商人が約5割,そ のまた5割 以上を森村組が占めていた。
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新工場設立後,日 陶では原石原土粉砕からの一貫生産を始めて瀬戸素地製造業者への発注

を減 らした。 日陶の輸出向け製品の素地に関して,瀬 戸 と日陶(内 製)と の生産高比率は,

1907年 に瀬戸85対 日陶15。 これが徐々に変わって1915年 には瀬戸8対 日陶92と な り,こ の時
27)

点で瀬戸専属窯は全廃され,原 料貯蔵所は組合関係者に譲渡 された。

ただ し,日 陶の設立をもって洋風テーブルウェアの定番であるディナーセ ットの製作法が
28)完成

したわけではない。白素地の改良にしても然 り,い まひとつ,デ ィナープレー トの製造

も問題を残 していた。ディナープレー トの製造が特に困難だったのは,薄 い平板部分の面積
29)が大 き

いことに加えて,セ ット商品に特有の厳 しい 「均一性」が求められたことにある。 こ

の意味で も,洋 風テーブル ウェアは和食器 と基本的性格の異なる 「近代工業製品」だった。

これらの研究開発は飛鳥井を中心に行われていたが,な かなか成果を上げず,試 作費用は莫

大な額 にのぼった。それを補 ったのがニ ューヨーク店の売 り上げだった。赤字を出し続ける

日陶。それをカバー して余 りある利益を出し続ける森村組。1896年 の飛鳥井招請以来12年,

製品の品質に問題を抱えつつ生産量が拡大 し,設 備投資額が増加するにつれて,製 造部門の

日陶と本家輸出商社の森村組 との間に対立が生 じ始めた。お りしも日露戦争終結後の景気反

動で輸出 も伸び悩んだ。1908年 初,日 陶は森村組商品の素地製造,錦 陶組は絵付,森 村組は
30)

輸出とい う分業体制をとることになった。森村市左衛門と村井保固は日陶の社員を辞 し,そ
31)

の出資分はそれぞれ大倉孫兵衛 と和親が全額譲受けの登記を行った。

5日 陶と森村組 との関係

"ノ リタケチ
ャイナ"と いう世界的ブラン ドを知 るわれわれは,日 陶の設立がすでにその

時点でエポックメーキングな近代的企業の成立であったかのように思 いがちである。確かに

在来の窯屋 とは違 う,機 械化された大工場ではあった。 しか し,資 本金10万 円は森村組の資
32)

金の動き方か ら見れば小 さい。また,孫 兵衛は後年,「 製造工場を立 ち上げようと提案 した
33)

ときに,一 人の賛成者 もいなかった」 ことを繰 り返 し述べている。 日陶を率いることにな っ

たのは,未 来の大実業家,大 倉和親だが,当 時は何 といって も若輩かつ経験 も浅い。

こうした点か ら浮かび上がるのは,森 村組の側から見た日陶が,大 番頭の大倉孫兵衛の熱

意に押され,森 村組 という商社に付属 した輸出用陶磁器の素地製造部門 として,仕 方なしに

か,あ るいは試験的にか,立 ち上げられた工場だという実態である。森村組 としてはすでに

絵付部門を実質的に擁 しており,そ れと並列的な存在か,も しくはそこに素地を供給する下

請的存在 として日陶を考えていたのであろう。その素地製造に関 して素人の和親が代表社員

を務めることにな ったのも,孫 兵衛が最 も気安 く責任を分かち合える息子に任せたと思えば

納得がい く。ヨーロッパ視察は当然その修行 としての意味がある。だが,日 陶が合名会社の

形態をとったことは,素 地部門が市左衛門個人の手の内から離れたことをも意味する。
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分業体制が明確化 された1908年,日 陶は定款の営業 目的を,従 来の 「陶器の製造および海

外輸出」から 「陶器の製造および販売」に変更 し,翌1909年 には内地販売部を設けて,和 親
34)

自ら精力的に洋食器の国内販売営業に携わ り,輸 入洋食器 と市場を争うようになった。 こう

した 日陶の存在そのものに対する幹部,特 に大倉父子とそれ以外の人々 一一の温度差から森

村組には内紛が生 じる。 この事情を伝えて くれるのが,後 に日陶支配人(取 締役兼)を 務め

ることになる伊勢本一郎である。伊勢は東京高等商業学校を卒業後,1897年 森村組に入社。

1909年,森 村組と日陶との関係悪化を懸念 した村井の懇請により,い わば両社のパイプ役に

なるという期待を担 って,森 村組から日陶に移籍 した。結果,伊 勢は日陶設立後の両社の良
35)

好な関係 と発展に貢献すると同時に,双 方の内情をも知 り尽 くすことになった。

だが,伊 勢の入社後,大 倉父子 と森村組との関係はさらに悪化 した。きっかけは,伊 勢 も

その原案作成に関わったという規約制定である。そもそも匿名組合森村組の事業は,縁 戚,

知人関係から始まり,創 業者たち自身の手で拡大 されている。組織 として客観性のある規定

をほとんど持たぬまま,い わば成 りゆき的に折々の決議録を重ねることで30年 余が経過 して

いた。問題の規約一 森村組の 「組合契約書」および 「内規」 が発表 されたのは1909年
36)

4月 。波風の立 ったがゆえの組織改革,お よび規約条項の明文化であったろう。「組合契約

書」は主 に所有,資 本金,役 員等,「 内規」は営業や経営内容について規定 しているが,こ

のなかで森村組全体の事業目的および組織構造が示 された。

まず,「 組合契約書」第2条 に 「当組合ハ日本国陶器及雑貨 ヲ北米合衆国其他外国二輸出

シ外国二於テ販売スルヲ以テ本業 ト為ス」とあ り,一 方,「 内規」の第1条 には 「当組合ハ

本業 ノ都合二依 リテ内地又は米国以外 ノ諸外国二販路 ヲ開始 スルコ トアルヘ シ」 とされ,

「その調査研究に関する業務はさしあた り日陶に属するが,企 画段階か ら重役会の決議およ

び総支配人の合意を必要とす る」(要 約,以 下同)と いう但 し書きが付 く。次に,「組合契約

書」第26条 において 「総長(主 権者)は 森村市左衛門とし,代 々同家が継承すること」が,

また第22条 で 「総長が総支配人以下役員の任免権を持つこと」,第23条 で 「総支配人は森村

組の事業執行上の全責任を負 う。組合員中最 も優秀なる人物で最高額待遇を受ける」 ことが

定められた。「内規」末尾の署名に示 された役員の顔ぶれは,総 支配人:村 井保固,相 談役:

大倉孫兵衛,各 事業部の責任者 として,総 務部:森 村開作,生 地部(日 陶):大 倉和親,画

工部(錦 窯組):田 中幸三郎,営 業部(輸 出):広 瀬実光,販 売部:手 塚国一,と なっている。

この規約制定直前のメモと思われる組織図を和親が遺 している。2通 の規約文書 と多少ず

れる点はあるが,組 織のイメージをつかむためにきわめて有用 と思われるので,次 頁に示す。

『森村百年史』によれば,孫 兵衛は 「副総長」を希望 したが,森 村,大 倉の対立が再燃 し
37)

かねないという村井や伊勢の説得に応 じて 「相談役」に落 ち着いたことになっている。それ

まで森村組の事業活動については,村 井がアメリカ,孫 兵衛が 日本 における総支配人として
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の役割を担 っていたが,そ の権限

を村井に集中させた。

伊勢が後年語 ったところによれ

ば,大 倉父子は日陶に対する森村

組の影響力が強すぎることに不満

を感 じて,彼 らの事業意欲をその

まま実現できる別会社の設立を考
38)

え始めたという。森村組の影響力

とは,本 質的には村井保固のアメ

リカでの事業経営にある。実際,

それまで森村組の事業の成功 は森

村豊 の亡き後(1899年),一 に村

井の功績によるものといってよか

った。むろん,陶 磁器の商品開発

出所:大倉和親遣品のメモ(ノリタケ社史編纂室所蔵)により作成。 や事業化は孫兵衛の主導 によるも

のだったが,そ の自在な積極経営

はアメリカか ら還流する莫大な利益を原資としてこそ可能であった。さらに,豊 の時代から,

森村組では 「米状神聖」 といわれ,ア メリカの顧客を満足させるべ く粉骨砕身 しているニュ
39)

一ヨーク店か らの要望に絶対的優位を置 くことが,い わば不文律 となっていた。森村組の基

本姿勢は,あ くまでアメリカへの直輸出を本業と見なしている。かたや大倉父子は,陶 磁器

輸出の相手国を中国さらには南洋方面へ広げる意欲を強めていた。アメリカでの競争は品質
40)

面で厳 しいことが予測 されたか らである。先に見た森村組営業内容に関する 「組合契約書」

第2条 と 「内規」第1条 との微妙な関係は,大 倉父子の逸脱 を牽制するためと考えれば納得

がい く。 こうして森村組は"鬼 子"に なりかけた日陶を力つ くで抑えこんだが,後 述するよ

うに,そ こから噴出す るエネルギーが大倉父子 とともに日陶を離れる。 しか し,対 立した幹

部たちの人間関係の基盤は崩壊 しない。結果としていえば,こ の複雑な関係が,一 方で日本

初の世界的ブラン ド,"ノ リタケチャイナ"を 生み,他 方で衛生陶器や碍子 といった新分野

の開拓につながってい く。そして,孫 兵衛のアジア進出の遠大な夢は,後 年の日陶や東洋陶
41)

器株式会社に受け継がれていくことになる。

6白 色硬質磁器食器の完成

森村組 と半ば快を分かって以後,日 陶の経営は難航 した。まず1909年10月,孫 兵衛が病に
42)

倒れてその後数年の療養生活を余儀な くされ,経 営判断が和親ひとりの肩にのしかか った。
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43)
残されていた課題,デ ィナープレー トの開発は遅 々として進まず,1910年,技 師長を務 めて

いた飛鳥井は結局解任。後任には百木三郎があたったが,実 質的な技術責任者 は,新 人技術

者の江副孫右衛門に任された。江副は1909年,東 京高等工業学校の窯業科を卒業 して入社 し,

その直後か ら伊勢本一郎 とともに素地や窯の改良に取 り組み成果を上げていた。和親は当初,
44)

有田の窯元 という江副の出自を警戒 していたようだが,次 第にその警戒感 も解 け,江 副の実
45)

力を認めて人事更迭を遂行 した。客観的には,中 核技術者を変えることで,よ り 「工業化」

にふさわ しい近代的合理性を備えた開発体制 に転換させた。飛鳥井は解任前か ら新興の帝国
46)

製陶所に移籍する準備を しており,移 籍時には同郷の職工たちが行動をともにした。優秀な

技能者を一度に多数失った日陶は一時辛酸をなめたという。帝国製陶所は後に名古屋製陶所

と名を変え,日 陶としのぎを削るライバル企業 となった。飛鳥井の一件は両社の間に禍根を
47)

残 したが,産 業全体の発展にとってはプラスに働 いたであろう。

結果として,和 親の江副登用策は実を結んだ。1909年 に一度大整理を行 って合理化 と工程
48)

管理の見直 しを挙行 したことも功を奏 し,1910年 より日陶はようや く利益を計上 し始め,と

はいえ,利 益は碍子生産(後 述)に 負 うところが大きかったのだが,食 器の歩留まりも向上

してコス トが下がった。森村組と日陶の対立点のひとつは素地の仕切値をめぐる問題であっ
49)

たが,価 格低下により両社の関係も改善 した。江副を中心 とす る技術陣は1913年 に至 りディ

ナープ レー トの焼成に成功。翌1914年,白 色硬質磁器素地を使用 したデ ィナーセ ットを完成

させ,森 村組を通 じてアメリカへの輸出を開始 した。 このディナーセ ットをはじめとす るテ

ーブルウェアが,そ の後の日陶の主力製品となってい く。 そしてアメリカで,日 陶の製品は
50)

モリムラブラザーズの商品として販売される。

経営的には森村組 との複雑な関係を残 しているものの,工 業化の面から見れば,日 陶は近

代的陶磁器メーカーとしての地歩を築いた。その意味す るものは,零 細 あるいは家族経営が

圧倒的に多い陶磁器業界に近代的な工場設備を備えた大企業が出現 したことに留まらない。

従来原料産地 に限定 されていた立地条件か ら工場を解放 し,一 方,技 能の多層性による分業

制度を乗 り越えて原料の調合か ら最終製品までの一貫生産を可能とした。企業内の労務管理,

福利厚生,従 業員教育,研 究開発等の体制 も整 ってきた。そして,相 応の品質管理のなされ

た生産ができるようになった。ただし,そ の内実が整うにはさらに時間が必要だった。

さて,日 陶設立の目的は本格的洋食器製造にあったが,こ のこと自体,後 の大倉父子の事

業展開にとって大 きな意味を持っていた。すなわち,洋 食器は日本ではほぼ製造未経験の外

来品だが,欧 米では伝統産業の流れを汲んでいる。使い手(消 費者)に してみれば,食 器に

せよ,花 瓶や置物にせよ,基 本的な違いは意匠にあるのであって,実 用価値が伝統を超えた

わけではない。 ところが,後 発工業国の作 り手にとってはこの,和 から洋へのいわば 「横す

べり」をする際に,意 匠のみならず,新 たな技術が一 近代的な機械技術や工程 ・品質管理
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技術を含めて一 必要 とされた。この経験が,次 のステップ,す なわち 「伝統産業にはない,

新たな実用価値を もつ近代的な製品の製作」への技術跳躍の下地になったと思われる。また,

森村組の直輸出業において相当の資本/資 産蓄積が企業および幹部個々人になされたことも,

次のステップへの決定的に重要な要素であった。 これらの背景を抜きにして,日 本の衛生陶

器をはじめ,碍 子,ス パークプラグといった産業の発展を論 じることはできない。

7送 電碍子の製造開始

少 し時間を遡 った1905年 のことである。芝浦製作所の技師,岸 敬二郎がアメリカから持ち

帰った トマス社製高圧碍子の破片を日陶に持ち込み,国 産化の可能性を大倉和親に諮 った。

碍子は,通 信用のものについては,有 田の深川栄左衛門を嗜矢 として明治初期より多 くの窯

元が製造に参加 した。 しか し,高 圧送電用碍子の国産化は進んでいなかった。乗 り気を示さ

ない森村組を尻目に和親は碍子の研究を開始,1907年 には芝浦製作所か ら高圧碍子を受注 し

て出荷するまでになった。ちなみに,当 時開発 された特許高圧碍子(1909年)の 発明者 とし

て芝浦製作所の岸,黄 金井春正 とともに日陶の飛鳥井の名前が挙がっているが,日 陶側の技

術担当者は当初百木,そ して江副がバ トンを引き継いだ。

その当初,碍 子は食器と比較すれば製造技術 も容易かつ材料 も安価なものと理解 されてい

た。 しか し,高 圧送電碍子の製造 には電気知識 も必要であり,ま たその歩留ま り向上の困難

に直面 して,食 器などとは別の工業製品の品質の重要性に開眼する。和親は1915年,ア メ リ

カにおける業界視察の直後,日 陶幹部にこう書き送 っている。「最下等 ノ土デ良 し 電気試
51)

験サエ通 レバ良 し 安クシテ利益アラバ満足 ナリト云フ頭ハ全ク菰ニー新 ヲ要ス」。

碍子への進出は大倉父子 にとって,さ らに意味のある一歩であった。それまで関わってき

たのは食器,花 器,ノ ベルティなど,一 般消費者が直接のユーザーとなる趣味性の高い雑貨

で,意 匠の巧みさや外観が命であった。その主たる輸出先がアメ リカであり,こ の直輸 出業

こそが森村組の本業であった。碍子の製造はとりあえず内需向けである。むろん輸入防圧 と

いう意味では森村組の国富理念 と相通 じるが,製 品としての性質は雑貨類 ときわめて異なる。

碍子は送電 という近代的システムに必要な部品であ り,造 られたものは工業製品として産業

社会で利用 され,意 匠よりも品質,機 能,価 格の重要度が高 く,製 品にばらつきがあっては

な らない。雑貨類について もむろん品質や機能や価格は重要な要件であるが,何 にプライオ

リティを置 くかという点では明らかに違 ってくる。そのプライオ リティ,と りわけ,製 品の

ばらつきをな くす という一点は"ユ ニフォー ミティ"(均 一性)と いう概念を与えられ,こ

の後,碍 子,プ ラグ,衛 生陶器等,工 業製品の生産への一大要件 となっていく。食器におけ

るディナープレー トの特殊要件が再認識 されたといってもよい。大倉父子は碍子製造に着手

することで,同 じ陶磁器を扱うとはいえ,森 村組の本業 とは些か異質な世界へ踏み出 した。



日本における近代陶磁器業多角的展開の一側面 69

これを全 うしようとすれば,日 陶の立場,す なわち森村組素地製造部に留まってはいられな

い。碍子を出荷 し始めた1907年,輸 出用雑貨製造業を超えた陶磁器製造業へ と,新 進気鋭の

和親の,そ してますます意気軒昂な孫兵衛の事業欲は,実 は広が り始めていたはずである。

おりしも活発化 していく送電事業に日陶は参画 し,和 親は社内の反対を押 し切 り,ま たラ

イバル企業 との熾烈な競争に勝利を収めて,1919年,日 本碍子株式会社の設立に至 る。森村
52)組

では支配人の村井保固がこの分離に反対,和 親と当時社長の森村開作で強行に推 し進めた。

新会社の社長は大倉和親,技 術 ・製造部門の トップ(工 務部長)は 江副孫右衛門。すなわち,

日陶の技術の中核を担っていた江副は,こ こで日陶を離れることになる。 日本碍子はその後,
53)

アメリカ製品とも競い合 う,日 本最大の碍子メーカーとして成長 していく。

8製 陶研究所と衛生陶器

この動きと併行 し,1911年 に大倉父子は衛生陶器製造への一歩を踏み出す準備を始めた。

すでに1902年,家 業の大倉書店を義弟の保五郎に譲 っていた孫兵衛だが,1889年 の設立以来

曲が りな りにも関わ ってきた洋紙店についても婿養子の文二にすべて譲 り渡 したのが1911年

末。同年,陶 管製造目的 ともいわれる大府の広大な土地を購入 し,そ して1912年1月,森 村

組総支配人(「 内規」に従えば,相 談役)を 辞 して製陶研究所を設立 した。一時大病に倒れ

た後であるだけに,残 りの人生を新事業に賭けた孫兵衛の気迫が見て取れる。

当時,日 陶の事業の本命 ともいえる白色硬質磁器のディナーセ ットはまだ完成 しておらず,

かつ開発 に乗 り出した碍子は何かと トラブルを重ねていた。企業としては,そ のうえ需要の

見込めぬ新分野に事業展開す る余裕がなか った。結局,周 囲の反対のなかで私財を投 じての

船出となった。孫兵衛自身は,こ の事情について,「 研究所設立の理由」 と題す る一文を日

陶の社内報 「さきがけ』に載せている。 「守 るといふ ことは,退 くに等 しく,進 み取 る

道を講ぜねば世に遅 るること云ふ迄 もない。一の工場が若此精神を蝕き設備を怠ったとすれ

ば,忽 競争場裡に於ける落伍者 となるのである。……一生陶業 と死生を共にする私は,社 会

の為にも是非斯道の開発 に全力を注 ぐ覚悟で菰に研究所の設備を急 ぐのである。……私は昨

年試験室の必要を唱導 して,日 陶に其設置を促 しました。 しかし日常実務に遂はれては時と

経費に障げられ,自 ら十分の試験を遂げることは甚覚束ない,其 所で此度同志の協賛の許に,

断然研究所を私設するに到ったのである。……例令名義は大倉の私設としても,諸 君は是を
54)

単 に私に渉るものとのみ見倣さず,大 に心を加へて貰ひたい。」

不退転の決意を述べた一文であるが,こ こには衛生陶器を想起させる言葉 も研究所の具体

的目的も記 されておらず,企 画の主導権がすでに和親の手に移 っていることを暗示する。い

ずれにしても,大 倉父子の構想実現には,開 発途上の白色硬質磁器食器,碍 子 とはまた別の,
55)

衛生陶器を含むさまざまな陶磁器製品工業化につながる基礎的な研究が必要だった。
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結果としては,日 陶がディナーセ ットを完成させた1914年,製 陶研究所において も国産初

となる硬質陶器質の衛生陶器が製作され,出 荷の運びとなった。その翌年,孫 兵衛はディナ

ーセットの開発成功談に続 けて,以 下のような談話を残 した。一 「数年前か ら……西洋風

便器の製作を研究 している。やがて日本 も外国の如 く一家の内に糞便を置 く事の出来ぬやう

になるのは明かで,其 時には西洋風便器の必要が起 ると思ふか らである。……外国では三圓

で出来 るので,日 本へ輸入 しても十一圓五十銭で費れる。……私の所のは六圓で造 って十六

圓で費 らねばならぬ。……五十個百個と造 った内で二三十個位 しか完全に出来ぬ為である。
56)

……三圓で造 り得 るようにしなければな らぬは明らかである。」

このわずかな談話か ら,孫 兵衛の事業への姿勢がいろいろと読み取れる。ひとつは便器生

産を経済的に成立させようとしていることで,単 なる酔狂や試験的行動ではなかった証左 と

なる。いまひとつは水洗 トイレの実態を当時の西欧文明の所産と認め,日 本 もそれに倣 うで

あろうと見越 している点である。孫兵衛の事業への意欲は晩年 も衰えた形跡はないが,健 康

を害 したため,そ のすべてを長子和親に預け,和 親 もまた常に父親 と詳細な連絡を取 りなが

ら,そ の事業欲の達成 を自らに課 した感がある。ただ し,事 業家 としての大倉父子は,冷 徹

に工業化の本質を見抜きながら,日 本の排泄文化の近代化一 というより西洋化が進展する

時期を早計 した。洋風の食器を作るより,こ ちらははるかに無謀な試みで,森 村組や 日陶の

他の幹部たちが衛生陶器への進出に反対 したのは,む しろ当然だったと考え られる。

9大 倉和親の欧米視察一1912年

一方,和 親は製陶研究所を設立 した年の春,自 ら渡欧 して食器,碍 子,衛 生陶器を含め,
57)

直面する諸問題の解決策と欧米先進技術導入の道を探った。特筆すべきは トンネル窯導入へ

の意欲である。在米幹部に宛てた通信に,「最近独逸ニテ行ワレ始メタル白生地焼成 トンネ

ル窯詳細取調べ実見ノ結果,此 専売ヲ買入 レー歩早ク行 ヒナバー時ノ犠牲ハ兎モ角将来ノ利

不甚少。石炭ノ節減四割五分二達 シツツア リ驚ク可シ。一窯ノ建設費四萬円,専 売費二萬円

ヲ要黒 と報告がある.ト.ネ ル窯は従来の窯と全 く発想の違 う,い わば・ペルニクス的転

回を遂げた生産設備である。第2次 産業革命後のニューヨークで修行 した和親にアメ リカ的

経営合理主義が醸成 されていたとすれば,こ の窯の獲得に向けて執念にも似た熱意を持った

ことも納得できる。和親にとっては,欧 米との技術落差の本質に関わる問題であったろう。

トンネル窯が ヨーロッパで製造され始めたのは1890年 代末。平野耕輔が本格的な大型 トン
59)

ネル窯を文献により日本に紹介 したのが1908年 である。 といって も当時はまだ世界でも試験

段階で,ド イツのシュルツ,フ ランスのヤコブ,デ ンツ,そ してイギ リスの ドレスラーとい

った発明者がそれぞれ特定の工場 と提携 して研究中であった。最 も進んでいたといわれる ド

レスラーに して も,小 物焼成には成績を上げていたが,衛 生陶器など大物の締焼は試焼す ら
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60)
されていなかったという。平野は1911年 渡欧の際に実地 に視察。帰国後,品 川白煉瓦会社に

61)
築造を勧めたが,時 期尚早 ということで実現 しなかった。一方,ト ンネル式の小型絵付窯が

日本に紹介されたのは1906年 。素地焼成用に比べれば,こ ちらはごく小規模でシンプルな窯

である。和親の前述 の通信では前文に続けて,「 我々ノ画窯旧式ナルニハ驚 クノミ 断然一

新ノ要ア リ 直通 トンネル式 ヲ以而最近最良 トスー窯ノ建設費四千円位 力」とある。

和親は素地焼成用の トンネル窯の設計依頼を して特許権交渉 も始めたが,結 局この時点で
62)

は築造を見送 り,マ イヤー式小型絵付用 トンネル窯の導入 に留めた。 日陶の1913年 度業務報

告には,「 大倉部長の洋行土産の一方一 燃料経済法のクラフ トの焚口,ト ンネル窯の二点
63)

は宿題のまま本年を経過せ しが,画 付用の直通窯は予期の成績を奏 し……」 とある。 この

「画付用直通窯」が,日 陶最初の絵付 トンネル窯である。 ちなみに,和 親は 「部長」 と表現

され,日 陶の報告書作成者が自社の トップを 「森村組製造部長」と見なしていたことを示す。

和親はまた,同 じ通信のなかで 「此外衛生陶器モアリ。和親ハ例二依 リテアセッテ計 リ居

テ ソレカラソレヘ ト何 力出来ルダロー ト御批評モ予期致 シ……皆々様 ノ御健康 ヲ祈 リドー
　 コ

カ陶業(傍 点原文)の 益 々隆盛二致度 し」と述べている。事業展開への抑えがたい情熱には

焦燥感が伴 う。そして 「陶業」に打たれた傍点に事業構想の一端が示 されている。

当時の和親 について,幼 少期か ら親 しく,何 かと彼を支え続 けていた森村開作あらため7

代市左衛門によれば,「衛生陶器が日本で出来るとお国のためになるというので,ま たその

研究をはじめたが,和 さんはそういうことが好きだったものですか ら,一 生懸命やった。従
64)

ってお金を使 うので……皆困っていましたが,そ の熱心と努力 に引きず られ⊥たという。森

村組幹部 も日陶幹部 も,お そ らくどこかで資金を負担 しつつ,結 局は折れたのである。

10大 倉和親の欧米視察一1915年

初の国産衛生陶器を出荷 した翌1915年7月,和 親は各国衛生陶器事情調査 と新工場建設準

備のため,百 木三郎 と坪井禮三を伴い,再 び欧米視察に出発 した。 この視察旅行の要点を,

日陶幹部に宛てた業務通信か ら検討 してみよう。まずアメリカに渡 り,サ ンフランシスコで

開催されていたパナマ ・太平洋万国博覧会で見たアメリカ近代工業の発展に大 きなショック

を受けた。陶磁器業関連では,競 争相手のヨーロッパ製品について報告がある。先回の渡欧

の際に,英,独,仏 それぞれの個性豊かな良品を見る限 り,そ の隆盛が衰えることはないと
65)

観察をした和親だが,今 回もまた日本の洋風陶磁器 とヨー ロッパの一流品との差を再認識 し

た。小売店には ドイツ,オ ース トリアの製品が多 く,そ の 「中位 ノ品物 ヲ相手二陣ヲ張ル」
66)

戦略が必要だと指摘 している。最大の収穫 は,ニ ューカッスルで開催された米国窯業協会の

夏期大会に参加が認められ,当 地の衛生陶器および食器工場を見学 し,専 門家や業界の人々

と交流できたことだった。生産技術的には流 し込み成形に一段の進歩を見たが,何 といって
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67)
もいよいよアメリカで実用化され始めた トンネル窯が,大 会最大の呼び物であった。

アメリカでユニヴァーサル衛生陶器会社の改良型アメリカン・ドレスラー窯を心に留めた

和親は,イ ギリスに渡 り,「従来保守主義的な」イギ リスのメーカーです らドレスラー式 ト
68)

ンネル窯を導入 しつつあることに焦燥感を抱いた。アジアの島国のなかでいかに優位に立と

うとも,世 界情勢の変化に遅れをとり旧式の窯で大量の碍子を焼 くなどは,戦 国時代の武器
69)

で現時あるいは将来の戦争を行 うようなものだ と,大 戦 中のロンドンで書き記 している。 ト

ンネル窯は3年 前に ドイツで見学 して以来の夢である。通信には延 々とその優位性が述べ ら

れ,和 親の期待の大きさと事業の進展を急 く気持ちが読み取れる。 さらに,折 角 日陶に設置

した絵付 トンネル窯が,休 日 ・夜間に焼成を止めるため,本 来の機能を発揮できないばか り

か故障が増えて多大な修繕費を要することを嘆いて日 く,一 「マイヤー画付 トンネル窯ノ

焼キ方二関シテ……数回画工部二注意セシ事柄二候へ供其都度種 々ナル事情 ト旧習 ヲ脱シ得

ザル為二折角ノ武器モ十分ノ効力 ヲ出シ得ザルノ ミカ却而其生命 ヲ短カクシ…… トンネル窯

ノ最大特長ハ連続焼成ニアル事 ヲ再び菰二繰返 シ,是 レヲ失 フ時ハ其の効力 ヲ失 フコ ト甚大
70)

二候……一 日 トンネル窯ヲ休マス時ハ六日間ノ焼成燃料 ヲ駄費スル事二相成 リ候」。

画工場は1912年 より全面的に日陶に内部化されている。だが,新 技術として導入された絵

付 トンネル窯は,あ る程度営業成績を向上させたとはいえ,和 親が期待 した成果を上げられ

なかったのであろう。「近代」へと脱皮 した経営者 と,在 来の尾を引きず っていた画工たち

の歩調は必ず しも揃わなか った。現場管理の問題や,窯 の利用法をめぐる労使の対立 も推測

される。小規模で技術的にも容易なはずの絵付窯でさえこの状況な ら,問 題の素地焼成窯は

どうなるか。当時,こ とごとく周囲の反対を押 し切って経営を進めてきた和親だが,本 格的

な素地焼成 トンネル窯を日陶に築造することは躊躇されたであろう。それならば,日 陶なら

ぬ新事業 において トンネル窯を稼働させ成果を上げることが,お そらくは和親の最大の関心

事になっていった。逆にこの実験のためにも,新 事業の必要性が増 したといえよう。

だが今回もその懸案を先 に延ばし(1918年 に築造を開始する),イ ギ リスで旧知の ローゼ

ンフェル ドの助力を得て,ボ ル トン社製の窯業機械類,す なわち圷土,粕 薬関連の調整用機

械器具,流 し込み成形用装置を発注,ま た,圷 土工場,厘 鉢工場,衛 生陶器成形工場,倒 炎

式6m円 窯などの設計 も同社 に依頼 した。 これ らは衛生陶器の製造を見越 したものだった。
71)和親

の滞在中,ロ ンドンの高空は毎夜サーチライ トで空襲の警戒を行っていた。 この時期

にアメリカはともか く,あ えて大戦中のヨーロッパ(英,仏)に 自ら赴 く行動そのものが和

親の気概を伝えている。 自らの構想が隅々まで行き届 く,陶 磁器生産の新事業を立ち上げる

ためであったと考えるのが妥当であろう。
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11大 倉和親と近代陶磁器事業の多角的発展

量産品の食器,衛 生陶器を中国や東南アジアに輸出する構図を思い描いた大倉父子は,販

売市場への地の利および輸送の便が良 く石炭や良質な原料が低廉豊富な北九州に目をつけた。

村井はこれに反対 したが,和 親は森村開作の説得に成功 し,私 財を投 じて小倉に約2万5千
72)

坪の土地を入手 したのが1913年 。欧米視察より帰国後の1916年,隣 接 した2万8千 坪を追加
73)

購入 して工場建設に着工,翌1917年 初に日陶小倉工場を立ち上げ,続 いて東洋陶器株式会社

の設立 とした。後年,他 の追随を許 さない日本最大の衛生陶器メーカーが ここに誕生 した。

1919年,こ ちらは大倉父子の個人事業で大倉陶園設立。大倉陶園とは,一 代の間に日本の

陶磁器業の近代的展開を見た大倉孫兵衛の最後の一手,「 利益を思 うてはとて も此事は出来
74)

ぬ故,全 く大倉の道楽 として此上なき美術品を作 り度 し」という美術陶器工場であった。 こ

の種の工場は,い くら創業者の思い入れが強 くても長続きするとは限 らない。政府の力を借

りて国家の製陶所に,と いう財界からの助言 もあったが,和 親は独力での設立運営に固執 し

た。「金は失 くしても,技 術者諸君の腕 とその作品が残れば満足」であり,工 場を維持す る
75)

ために賎 しくなることを怖れたという。和親は健康状態の衰えた父親の 「道楽」に徹底 して

肩入れを した。園主は孫兵衛から和親に受け継がれ,支 配人 は瀬戸陶芸デザイ ン家,日 野
76)
厚が務めた。大倉陶園設立の直後に森村市左衛門が逝去。孫兵衛は1921年 末に逝去。翌1922

年,和 親が日陶社長を退き,日 本における近代陶磁器産業黎明の一時代が終わった。なお,

日陶の社長交替は,和 親の個人的意思の遂行 というよりは森村組の人事の一環 と捉えたほう

が適切であろ究 和親はその2轍 日陶の取締役も辞任 して役職から離れた.「陶器狂人」

としての生涯の最期に美の世界を希求 した父孫兵衛に最大限の理解を示 しつつ,そ の父 とと

もに手塩にかけて育てた日陶を離れてで も,「 日本の近代」を強力 に推 し進めてい く工業力

の一環としての新たな陶磁器産業の中核的担い手に自らを任 じたのである。

この,森 村組一日陶の一時代が終わらんとす るとき,そ れは日陶が株式会社 として再出発

した(1917年7月)こ ととも重なるが,こ の時期にちょうど東洋陶器(1917年5月),陶 器
78)

人形製造を専門とする日本玩具(同 年4月),そ して日本碍子(1919年5月),さ らには大倉

陶園(同 年5月)と いった新会社が設立されたことは示唆的である。 ときあたかも第1次 大

戦の末期,日 本経済は未曾有の大拡張を遂げ,と りわけ輸 出,す なわち戦場となり貿易の途

絶えたヨーロッパへの需要を日本が肩代わ りした部分の業績が最 も伸びた時期であった。そ

のひとつの象徴がアメリカやアジア方面への陶磁器輸出であったといって過言ではない。 ヨ

ーロッパ製品の代替としての日本製品は一般に品質面で劣 ったが,そ こを何とかしのいだの

が 日陶のテーブルウェアだった。1914年 に洋食器製造技術が完成 して輸出が始められていた
79)

からこそ,日 陶はこの好機を活かし得た(【 図2】 参照)。 客観情勢か ら判断するな ら,こ れ
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國9口 陶 の 舎 髪 論 蹴 如 弧}ア 区針 全 「離 ノ噌7mj僅 裁

80)を機
に大倉父子の陶磁器事業は多角化 した。さらに和親は1917年,大 華窯業設立を決定。

1919年,伊 奈家への出資決定(さ しあた り陶管,1921年 に匿名組合伊奈製陶所設立)。1920

年,各 務 クリスタル設立 に出資。1921年,日 本碍子においてスパークプラグの研究開始

(1936年,日 本特殊陶業設立)と,矢 継ぎ早に拡張の手を打 った。必ず しも己の事業に拘泥

せず,確 かな方向性 さえあれば誰がやろうとそこに出資するという形で近代陶磁器業そのも

のの国産化 と発展を推 し進めようとした。この意味で,和 親にはもはや 日陶の経営に執着す

る必要がな くな っていたといえるかもしれない。 日陶の揺藍期には工場敷地内に居を構えて

いた和親だが,1905年 に名古屋市内に転宅 した後,1917年 には東京に移 った。 これ もまた多

角化を始めた時期に重なる。東京移転は健康問題を含めさまざまの要因が重なってと推察さ

れるが,経 営者 としての和親は,日 陶の現場に密着 していた頃と明 らかに変わったといわざ

るを得ない。 ひとつの工場へののめ りこみから,よ り大局的に陶業企業群を見渡 して複数の

手綱を捌 く位置取 りが,東 京転宅の,沙 なくとも結果的な意義づけとなろう。
81)

かたや1917年,こ れまでの森村組の輸出事業を拡大継承す る森村商事が,ま た翌1918年,

森村開作を社長にして持株会社 としての株式会社森村組が設立 された。すなわち,持 株会社
82)

・森村組を頂点に陶磁器関係各社 と銀行(森 村銀行) ,貿 易業を含めて財閥型の企業群が出

現 した。『日本ガイシ75年 』によれば,当 時の対米輸出の業績好調 を背景 に,新 分野が成長

してきたら積極的に分離 して発展を図るという 「一業一社主義」の考え方が示されるように
83)

な ったという。大倉陶園を例外 として,群 立 した企業はみな株式会社であるが,株 主は森村

組関係者(親 族を含む)に ほぽ限られた。また,'分 離は,も との企業からすれば人材の流出
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をは じめとす る犠牲 を伴 うが,持 株会社を立ち上げて求心力を明確化することで,各 企業の

関係を良好に保ち,技 術交流や資金面での融通を円滑化する目論見 もあったと思われる。

さて,孫 兵衛は1日森村組から日陶を分離 させ,和 親は草創期運命共同体であった日陶 と快

を分かった。 どちらの分断 も相克を伴 ったが,し かし,そ れによって森村組の求心力が消え

ることもなければ,幹 部たちの人間関係が破綻することもなか った。その求心力の源泉は同

族 と創業の力,幹 部 の人格的結びつき,そ して何よりも所有および資金的関係であった と推

察 される。宮地英敏は1917年 の日本陶器株式会社の設立(資 本金10万 円)に 続 く翌1918年 の

増資(同200万 円)に 伴 って,所 有関係 に大きな変化が生 じたことを指摘 している。 この増

資にあた り森村組が 日陶の90%以 上の株式を所有 し,か たや森村組株式については,1909年
84)

契約 により出資金の50%を 占めていた森村家の持分が40%に まで下落 した。すなわち,「機

械制大工業を成立させて経営を安定化させた日本陶器を,森 村組 というグループに返すこと

と引き換え に,日 本陶器幹部たちは森村組内における森村家の絶対的地位 を崩すこととし

掲.た だ し,森 村組の日陶株 はほどな く森村 同族株式会社や個人 に分散.一 方,和 親は社

長を退いた1922年 に日陶の個人筆頭株主(森 村同族に次 ぐ)に,取 締役を退いた1924年 には
86)

筆頭株主(約30%)に 返 り咲き,日 陶の経営か ら退 くことと引き換えに,所 有面で自らの地

位を保 った。また,森 村組に関していえば,大 倉家は森村家に次 ぐ大株主(1920年 に約17%)
87)

であった。後年,大 倉父子が展開させた陶磁器業の主要各社は周知の企業グループを形成す
88)

るが,こ れが 「大倉グループ」ではなく 「森村グループ」 と称 されてきたことからして も,

資金および結束力の基盤が 「森村組」にこそ収敵 していた と考えるのが妥当であろう。ただ,

和親が 日陶の経営か ら離れた後 も筆頭株主であり続け,か つその親会社の経営陣の一角で大

株主 として所有に携わっていた事実を忘れてはならない。そして,和 親の日陶への精神的影

響力は戦後 も消えることはな く,現 在のノリタケカンパニーに引き継がれている。

注

*本 稿の作成にあた り,株 式会社 ノリタケカンパニー リミテ ド総務部社史編纂室,財 団法人大倉

精神文化研究所 より多大なご助力をいただきま したことに深謝 いた します。

1)現 在の社名および一般 に知 られた主要窯業製品は以下のとお り。株式会社 ノリタケカンパニー

リ ミテ ド:洋 食器 ・研削砥石,TOTO株 式 会社:衛 生陶器,日 本ガイシ株式会社:送 電碍子,

日本特殊陶業株式会社:ス パークプラグ,株 式会社1NAX(2001年 トステムとの合併 により森村

グループを離れ,2004年 よ り住生活グループの一角 を形成):建 築 タイル ・衛生陶器,株 式会社

大倉陶園:洋 食器 ・美術陶器。現在の森村グループには,こ のうちINAXを 除 く5社,お よび共

立マテ リアル株式会社,森 村商事株式会社が含 まれる。

2)大 倉父子の伝記として,砂 川幸雄 『製陶王国をきずいた父 と子一一一大倉孫兵衛 と大倉和親』晶

文社,2000年 が 出版 されてお り,こ うした問題 にも触れている。
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3)森 村 組および日本陶器の活動 に関 して,複 数の社史類でほぼ公知情報 となっている内容 につい

ては出典の記載を省略 した。

4)初 代。 日本が国を挙 げて初参加 した1873年 の ウィー ン万博に出品 し受賞 した名工である。

5)正 式名称"World'sColumbianExposition"。 コ ロンブスのアメ リカ大陸発見400周 年 を記念 して

新興都市 シカゴで開催 され,ア メリカの科学技術 ・工業力を存分に示す博覧会 となった。本稿で

は言及する余裕がないが,写 真を含めて多 くの資料が残 されている。

6)日 本陶器70年 史編集委員会編 『日本陶器七十年史』 日本陶器株式会社,1974年(以 下 『70年史』

と表記)p.185.た だ し,契 約製造 自体はそれ以前か ら行われていた。

7)伊 勢本一郎 『陶業振興の核心』技報堂,1957年,pp.8-10.

8)ラ ー ソン,エ リック著 野中邦子訳 『悪魔 と博覧会』文藝春秋,2006年,p.256.

9)Hoy,Suellen,Chasing'DirtTh8AmeriCanPursuitofCleanliness,OXtordUniversityPress,1995,p。

78.ち な みに,前 回パ リ万博(1889年)会 場に設置 された水洗 トイ レはわずか250個 だ った。

10)ノ リタケ100年 史編集委員会編 『ノリタケ100年 史 』株式会社 ノリタケカ ンパニー リミテ ド,

2005年(以 下,『100年 史 』と表記)p.16.

11)伊 勢 本一郎 「追想録」(執 筆年不明。株式会社 ノリタケカンパニー リミテ ド総務部社史編纂室

[以下,ノ リタケ社史編纂室 と表記]所 蔵)p.59参 照。

12)「 専 属工場の実情一 京都か ら名古屋へ」名古屋陶磁器会館 『名古屋陶業の百年』 日本陶業新

聞社,1987年 所 収,p.46(原 典 「名古屋陶磁器貿易小史資料」第6号)。

13)後 年,ニ ューヨーク店での意匠調査情報 も供給 されるようになり,瀬 戸有力業者 との特約では,

製品についての秘密保持が契約事項 に挙 げられていたという(大 森一宏 「明治後期 における陶磁

器業の発展 と同業組合活動」『経営史学』30巻2号,1995年7月,pp.12-13)。

14)「 専 属工場の実情」pp.46-47.石 田工場は日本陶器に所属 した。

15)『100年 史 』p.17.ち なみに,錦 窯とは絵付窯(画 窯)の 別名である。

16)「 日本陶器を世界に知 らしめ し余の苦心」『実業之世界』12巻9号,1915年5月,pp.54-55.

17)同 上 。

18)西 洋風の小型角窯で,後 に少 し大型の丸窯を築造 した。飛鳥井の ヨーロッパでの見闘に倣い,

滝藤や高松の工場で経験を積んだ陶工種田五郎四郎が設計築窯 した(「 白素地開発を手伝 う」『名

古屋陶業の百年』p.48〔 原典,同 前資料〕)。日本で最初期の石炭窯だが,所 期の成績を上 げら

れなか った。一説に築窯1898年(小 出種彦 『飯野逸平』飯野逸平伝記編纂会,1960年,p.29)。

19)「 日本陶器を世界 に知 らしめ し余の苦心」p.55.

20)「 大倉孫兵衛翁の略歴及事蹟」松村介石編 『大翁訓話』道会本部,1923年 所収,p.245.

21)当 時 オース トリア ・ハ ンガ リー帝国版図内の温泉地。現チ ェコ共和国のカルロヴィヴァリ。

22)伊 勢 「追想録」p.63.

23)『70年 史』pp。193-194.

24)新 た な導入機械の試運転は,孫 兵衛立会いのもと1903年 に行われた(『70年 史』p.194)。

25)神 谷 高枝 「衛生陶器五十年メモ」(日 本陶業新聞社所蔵)

26)同 上。

27)日 本 陶器合名会社 「大正四年度事業報告」(ノ リタケ社史編纂室所蔵)参 照。

28)デ ィナーセ ットのいわば中心をなす,直 径24～27セ ンチメー トルの肉皿(八 寸皿)。
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29)立 松孜氏(ノ リタケ社史編纂室長)へ の ヒアリング(2006年8月29日)。 特 に,同 形皿を重ね

たときに,わ ずかな狂いも目立って しまう。 プラ ッターは皿自体が大 きくて も底板部分により厚

みがあ り,ま たフルセ ット全体で1個 だけのため,「 均一性」への特別の要求が生 じない。

30)『100年 史 』pp.17,24,440,529,555,日 陶 内部の画工場は1906年 に竣工,絵 付用石炭窯を備

えて焼成を開始 している。 この機能が1909年1月 にいったん錦窯組に一本化され,1912年,今 度

は日陶に一本化 されたと考え られる。

31)日 本陶器合名会社 「明治四十一年度業務報告」(ノ リタケ社史編纂室所蔵)参 照。

32)後 年,和 親は日陶創立30周 年祝辞のなかで 「顧みますると,あ の則武一面の水 田の中に4メ ー

トルの窯一本がちょんぼりと立 ち,僅 か7人 の工人で始めま したものが,… …」 とその感慨を語

っている(『 さきがけ』〔日本陶器社内報〕246号,1936年3月)。

33)「 私 が 日本陶器会社を起 した時……同僚の中にも一人の賛成者が無かった」(「道徳 と金儲」『大

翁訓話』pp.22-23〔 初 出 『道話』16号,1912年8月 〕;「森村 さんを始め一人 も之を賛成 して呉

れるものが無い,我 が俸はまだ若 し又た経験 も足 らぬか ら,之 を談 しても能 く分か らず……」

(松村介石 「故大倉翁を懐ふて」 同上書,p.233)等 。

34)『100年 史 』p.25.

35)伊 勢 はその一端を 『近代 日本陶業発展秘史』技報堂,1950年,『 陶業振興の核心』(前 掲)等 で

世 に問うた。その内容は,一 企業の歴史を超えて産業史全体に重要な意味を持つ。

36)「 組 合契約書」,「内規」 は,原 本の下書 とされるもののコピーをノ リタケ社史編纂室が所蔵。

また,ダ イヤモンド社編 『森村百年史』森村商事株式会社,1986年,pp.82-87;伊 勢 「追想録」

pp.71-78;「 創 業六十五年史草稿」(ノ リタケ社史編纂室所蔵)第3巻,pp.766-769を 参照。

37)『 森 村百年史』pp.82-83.

38)伊 勢本一郎 より岩田荘一宛書簡,1950年9月18日 付(ノ リタケ社史編纂室所蔵)参 照。

39)『100年 史』p.15.

40)『 近 代 日本陶業発展秘史』pp.37-38.伊 勢 の同前書簡によれば,孫 兵衛は 「独仏 との競争上不

利なるニューヨークの店は止めてでも行 くい くは支那四億の人口をアテにし東洋方面に発展す る」

構想を主張 した。社内報 『さきがけ』 にも度 々東洋への輸出を談 じている(第64号,1913年6月;

第69号,同 年11月 参 照)。 当時,日 陶製品の品質はヨーロッパの高級品には及ぼなかった。

41)戦 後 日陶大躍進の立役者 となった佐伯卯四郎(第5代 社長)は,青 年期 に南 ・東南 アジア市場

開拓を担当 した。1920年 の イン ド出張を前に,「 孫兵衛 さんか らこういわれた。『……アメ リカー

辺倒 じゃまちがっている。……印度 には四億の人間がいる。…… しっか りやれ。 お前が行 って成

功す る頃には,お れはおそ らくこの世にはいまい。おれの墓場に報告 しろ。……印度近東方面 は

あ らゆ る希望をもっていたが,お れはそこまでやれなかったのだ。おまえに期待する。』 といわ

れた。非常に感銘が深い。」(大 倉和親翁伝編集委員会編刊 『大倉和親翁』1959年,p.295,)

42)『 さきがけ』(第26号,1909年12月)に よれば,脳 溢血で一時半身不随 とあるが,程 度は不明。

別荘で療養生活を送 ったが,遅 くとも1913年 前 半には日陶の工場に顔を出している(『 さきがけ』

第64号,1913年6月 参照)。

43)日 陶 の白色硬質磁器素地は天草陶石:長 石:蛙 目粘土の配合であった。天草陶石は白色焼成さ

れるが腰が弱 く,蛙 目は腰を強 くす るが有色になる。素地開発 はこのディレンマとの戦いでもあ

り,後 年カオ リンの配合で解決をはかった(小 出種彦 『江副孫右衛門一 近代陶業史上の一人間
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像』江副孫右衛門伝記纂集会,1961年,pp.30-31;『100年 史』p.27参 照)。

44)江 副 の採用 は日陶直接ではなく,森 村組の人的関係を経 由していたという(伊 勢,前 掲書簡)。

45)日 陶側か ら見た,こ の トラブルの過程は,伊 勢 『近代 日本陶業発展秘史』 に詳 しい。

46)1911年 に名古屋の陶磁器貿易商,寺 沢留四郎が白色磁器を開発 した中村弥九郎の弦月工場を買

収 して設立。 日陶か ら飛鳥井他の技術者や職工を受け入れ,伊 藤,神 野,岡 谷など名古屋財界を

巻き込んで近代的設備を整えた。1917年,名 古屋製陶所と改称 した後 メイ トーチ ャイナの名前で

対米輸出業績を伸ば し,1936年,現 在の緑区鳴海町に ドイツ式新工場を設立。翌年,名 古屋製陶

株式会社 と改称。 この頃が最盛期であった。第2次 大戦中に住友金属 に吸収されたが,1950年 に

陶磁器工場として再生され,鳴 海製陶株式会社 として現在に至 っている。名古屋製陶自体は曲折

を経て1969年 に消滅 した(加 藤唐九郎編 『原色陶器大辞典』淡交社,1972年,p.733参 照)。

47)本 格 的な 「白素地」のテーブルウェアを作れ るのはこの2社 だけであった。その品質は両社の

産業 スパイ合戦 によって向上 したともい う。名古屋の中小同業者 の垂挺の的でもあった(小 出種

彦 『茶わんや水保』水野保一伝記編纂委員会,1964年,p.160参 照)。

48)伊 勢 『近代 日本陶業発展秘史』pp.16-17.

49)小 出 『江副孫右衛門』pp.43-44.

50)戦 前期,日 陶の輸出品は生産地ノ リタケのブランド名を持つ とはいえ,原 則的に森村組の商品

であった。それは製品の裏印に示されている。

51)和 親 よ り日陶幹部宛業務通信(1915年9月1日,発 信地不明。ノ リタケ社史編纂室所蔵)。

52)1873-1962。6代 市左衛門の次男で,1918年,持 株会社 とな った森村組の社長 に就任。1926年

7代 森村市左衛門を襲名。和親 とは血縁のない従兄弟にあたる。開作が2歳 上で,と もに幼稚舎

から慶慮義塾 に学び,青 年期,ア メ リカでの修行時期 も重なっている。

53)本 稿 で詳述する余裕はないが,1936年,同 社か らスパークプラグ部門が分離され,日 本特殊陶

業株式会社 として分立す ることになる。社長,江 副孫右衛門。

54)『 さきがけ」第53号,1912年7月 。

55)製 陶研究所から東洋陶器株式会社設立およびその後の経緯は,拙 稿 「日本における衛生陶器の

工業化一 水洗 トイレの産業史」『国民経済雑誌』188巻2号,2003年8月 を参照。

56)「 日本陶器を世界に知 らしめ し余の苦心」p.57.

57)江 副孫右衛門もこの視察に合流 して白色硬質磁器開発の示唆を得ている。

58)和 親 よ り村井他,在 米幹部宛通信(1912年9月27日,ベ ル リン付。 ノリタケ社史編纂室所蔵)。

59)大 日本窯業協会第135次 講談会 「陶磁器焼成用の階道式窯に就て」『大 日本窯業協会雑誌』188;

189号,1908年4;5月,pp.367-371:401-406.平 野 によれば,陶 磁器焼成 トンネル窯は1898年,

フランス,フ ォージュロンの発明を噛矢 とし,は じめは同国においてファイアンス(錫 紬の陶器),

次 いで ドイツにおいて磁器焼成に成功,1905年 アル トワッサーのティルス工場 に建設。以後耐火

煉瓦の焼成にも成功=ザ ーラウの煉瓦工場に建設された。

60)坪 井禮三 「東洋陶器会社支配人及び常務時代の業績」東洋陶器株式会社編刊 『面影』1942年 。

61)平 野耕輔著刊 『布袋荘小誌』1940年,pp.28-29.

62)『100年 史』p.47.

63)日 本 陶器合名会社 「大正二年度業務報告」(ノ リタケ社史編纂室所蔵)伊 勢本一郎 もこの ドイ

ツ式小型絵付用 トンネル窯導入について記録 している(『 近代 日本陶業発展秘史』p.37)。
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64)森 村 市左衛門 「和 さん」(1958年2月1日 付懐旧談)『 大倉和親翁』p,246.

65)大 倉 和親,前 掲通信。

66)同,業 務通信(1915年8月13日,コ ロンバス付。 ノリタケ社史編纂室所蔵:以 下同)。

67)同,業 務通信(幹 部宛,同8月25日,ニ ューカッスル付)。

68)同,業 務通信(幹 部宛,同9月19日,ロ ンドン付)参 照。

69)同 上。

70)同 上。

71)同 上。

72)東 陶機器株式会社編刊 『東陶機器七十年史』1988年,p.23.

73)『100年 史 』p.31,

74)「 大倉孫兵衛手記」(1918年7月18日 付)『 大倉和親翁』p.141.

75)「 和 親の談話」(1946年10月,当 時大倉陶園製造部長世良延雄に語 る。)『大倉和親翁』pp,142,

145参 照 。大倉陶園が株式会社化 されたのは戦後,1950年 の ことである。

76)東 京 高等工業学校附設工業教員養成所工業図案科を1911年 に卒業,瀬 戸窯業学校,神 奈川県立

工業学校において教鞭をとった後,1919-1947年,大 倉陶園支配人。

77)伊 勢 本一郎 「追想録」pp.214-215参 照。

78)日 陶構内,製 陶研究所に工場を充てて株式会社設立。社長,廣 瀬實光。第1次 大戦下,ア メ リ

カ向け輸出を狙 ったビスク ドールを製造 したが,1921年 末 に解散 した。

79)陶 磁 器輸出が ピークを示 したのは1920年,輸 出額は1914年 の5.3倍 を超えた(日 本輸出陶磁器

史編纂委員会編 『日本輸出陶磁器史』名古屋陶磁器会館,1967年,p.66参 照)。

80)満 鉄 中央試験所窯業課の事業民間委譲 に際 し,和 親が平野耕輔か ら要請を受 けて奉天 に設立企

画。一時見送 りの後,1921年,大 連 において匿名組合大華窯業公司を組織 し,1940年 大 華窯業株

式会社設立。軍,官,民 の需要に応 じ,一 時期好成績を収めたが,1945年,終 戦 とともに消滅 し

た(『 大倉和親翁』pp.210-216;「 窯業譲渡 と新会社」『満州 日日新 聞』1920年2月21日;平 野

『布袋荘小誌』pp.63・-64,91)。

81)ア メ リカ以外の地域への陶磁器,雑 貨,そ の他商品の貿易を行 った。1928年,日 陶に吸収合併

された(『100年 史』p.34)。

82)1897年 設 立。『森村百年史』p.108の 記 述か らすると森村組 の機関銀行 と考えられるが,資 金

の流れが解明 されているわけではない。1929年,三 菱銀行に吸収された。

83)日 本経営史研究所編 『日本ガイシ75年 史』 日本ガイシ株式会社,1995年,pp.56-57参 照。 た

だ し,森 村グループの伝統 とされてきた 「一業一社主義」の精神に,そ のルーツを確実に示す根

拠 が示 されているわけではない。 この件については,い ずれ別稿で論 じる。

84)宮 地 英敏 「近代 日本陶磁器業における機械制大工業の成立一 名古屋陶磁器業を事例として」

『東京大学経済学論集』71巻2号,2005年7月,pp,72・ ・73参 照。

85)同 上論文,p.73.

86)日 本 陶器株式会社 「営業報告書」各年参照。

87)宮 地,同 上論文,p.73.

88)近 年,関 係各社 においては,「 森村 ・大倉グループ」 と称す る傾向が強まって きている。


